2023.11.6出前トーク
	1.テーマ
	「花文化都市」観光ビジョンムービーの活用について

	2.日時
	令和５年１１月６日（月）１８時３０分～

	3.場所
	中央公民館第３学習室

	4.出席者
	（直方市）直方市長、総合政策部長、産業建設部長、教育部長
　　　　　司会：秘書広報課長　概要記録：秘書広報係長
（主催者側）直方を熱くする会（ １０名 ）

	5.内容
	テーマに基づき直方を熱くする会と直方市長が意見交換を行いました。意見交換の主な内容は以下のとおりです。

　◉直方市はいろんなことをやっているのに市民に伝わっていない。
「宣伝が下手」と言われるが批判だけではなく、やっていることはやって
いるという評価の意味も含まれている。伝える努力が必要。
[bookmark: _GoBack]文化観光都市の映像をほとんど知られていない。伝わらなさすぎる。やっていることはやっていると思うが結果が伴っていない。
　（市長）
人に情報を伝えるにはどうやって共感する人たちを増やしていくか、皆様とお互い知恵を出し合って試行していきたい。

　◉今年のチューリップフェアは30万人が来場した。観光協会の職員は見るが市役所の職員は誰一人いない。参加しているのか。
（産業建設部長）
市の職員は本部を含め会場内に常駐している。

◉渋滞緩和の為に警察に交通整理の依頼をしてほしい。MONOGATARIラ
イブの時はたくさん配置されていた。
（産業建設部長）
道路の交通規制は警察が対応するが、交通規制がなければ警察は対応できない。今後、警察に交通整理のための協力ができないか相談する。

　◉九州大学の生徒とまちづくりをしているが、今年で終わると聞いた。
　（市長）
大学のカリキュラムが無くなると聞いている。


　◉市長からは経済の話はあるが文化の話を聴くことがないので、文化についてはどのような考えを持っているのか。
　（市長）
経済的に厳しい生活を送っている市民がたくさんいる。経済的な基盤が大事で生活の底上げが先だと思う。歴史や文化は大切。伝統文化等を大切にしながらその先をどうつくっていくかが更に大切だと思う。

　◉図書館の管理はどうなっているか。プランターに花が咲いていることがない。花を植えてほしい。駅から跨線橋を渡って図書館に降りる所は苔が生えて滑るので危ない。

　（市長）現場を見させてもらう。維持管理をどうやって細目に行なうか課題。ひとりひとりが維持管理していってくれればいいが。
　　　年間予算の中でやっているが、それだけでは足りない。維持管理をきちんと行うことはリスクを避けるという意味でも大切。今の施設をどうしていくか検討していきたい。

　◉市報は全戸配布できないか。

（市長）市報が届かないところにはスーパーなど自由に取っていただくよう配布している。若い世代は市報を読みたいと思う人が少なくなってきた。欲しい情報だけが必要。市報を不要な人にも配るのかという課題もある。
　　どうやって皆さんに情報を伝えるかは課題。市職員等がこのように出向くことも情報を伝えることのひとつの方法。



